
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年２月２３日              NO,６４１ 

 

    しゃくなげの湯 

 利根町日影南郷にある「南郷温泉 

しゃくなげの湯」は、工事費８億６， 

７６４万円、平成１３年度（２００ 

１年度）に完成しました。 

 しゃくなげの湯は敷地内に温泉が湧出し、湯量が豊富で、

循環、加温などしていない源泉かけ流しの湯として、市外の

人たちにも人気があります。 

 しゃくなげの湯がある場所には、南郷中学校（昭和２２年

（１９４７）開校）があり、多い時は在校生が１００人を超

えていましたが、生徒数が減少し平成９年（１９９７）３月

に閉校し、東中学校（現利根中学校）と合併しました。 

 開校した年の９月にはカスリン台風によって、南郷小学校

が流失したことから、南郷中学校で授業がおこなわれ、家屋

を流出した住民の避難場所としても使われました。  

       輪組の武尊神社 

 輪組にある武尊神社は、昭和２５年（１９５０）に焼失し、

昭和２８年（１９５３）に再建されました。 

            明治時代には、栃又の大山祗社を 

合併し、武尊社、諏訪社、大山祗

社などが祀られています。 

            社殿の後方には、樹齢５００年と

推定された欅がありました。 
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 議員定数や議会報告会、意見交換会の実施について、一般質問の発言制

限などについて検討、協議をすすめている市議会議会改革特別委員会は、      

市民への議会報告会、市民との意見交換会を  

実施することで合意し今後、実施方法などにつ

いて協議をすすめることになりました。 

  所属する常任委員会の所管事項について一

般質問ができないという制限について、撤廃す

ることで合意し、委員長と副委員長で市の執行

部に申し入れることになりました。 

 ３月末に完成が予定されている利南運動公園の工事の

進捗状況を９日、市議会で視察しました。 

 利南運動公園は、センター１２２㍍、レフト・ライト

１００㍍、外野が天然芝の野球場とテニスコート８面（夜

間照明１２基）、駐車場は 

大型バス５台、中型車３２ 

１台が整備されます。 

 １周約１，０００㍍のジ 

ョギング・ウォーキングコ 

ースと多目的緑地広場も整 

備されます。 

 

 第２６回沼田市生涯学習フェスティバル・第４９回公

民館まつりが、７日～９日まで中央公民館で開かれ、手

芸や絵画、木工、書、パッチワークなど市民の力作が展     

示されました。 

   ９日には、北京・ロ

ンドンパラリンピック

競泳日本代表の代表の

伊藤真波さんの講演が

おこなわれました。 

 沼田市では、２０２１年度の入学者から卒業後、沼田市に定住、就労を

条件に月額１０万円を給付する「ふるさとぬまた未来創造奨学金」を創設

することになりました。 

 給付対象となるのは、大学、短期大学、専修学校または高等専門学校（４・

５年次に限る）で、給付する期間は、 

進学する大学等の正規の修学年限で、上限は 

４年です。 

 給付人数は若干名で、書類選考（作文等）・ 

面接（プレゼンテーションを含む）で選考す 

る予定です。 


